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                　　　　　 令和7年度 予防接種事業一覧(1)

◎定期予防接種(乳幼児）(三田市に住民登録がある方と、阪神６市１町に住民登録があり予防接種実施依頼書を持参された方が対象）

対象疾病 ワクチン 対象者 標準的な接種期間 回数 標準的な間隔 接種量 実施期間

結核 BCGワクチン 生後1歳に至るまでの間にある者 生後5月に達した時から生後8月に

達するまでの期間

ジフテリア 　・5種混合ワクチン 1期初回　生後2月から生後90月 生後2月に達した時から生後12月 3回

百日せき ・4種混合ワクチン 　　　　　　 に至るまでの間にある者 に達するまでの期間 （2混は2回）

破傷風 ・2種混合ワクチン １期追加　生後2月から生後90月に 1期初回接種(3回)終了後12月に

急性灰白髄 ・3種混合ワクチン 　　　　　　 至るまでの間にある者（1期 達した時から18月に達するまでの

炎(ポリオ) ・不活化ポリオ　　 　　　　　　 初回接種（３回）終了後、 期間

Hib感染症 　　　　　　 ６月以上の間隔をおく）

麻しん ・麻しん風しん混合 1期　　生後12月から生後24月に

風しん 　ワクチン 　　　　 至るまでの間にある者

・麻しんワクチン 2期　　 5歳以上7歳未満の者であ

・風しんワクチン 　　　　 って、小学校就学の始期に

　　　　 達する日の1年前の日から 4月1日

　　　　 当該始期に達する日の前 ～3月31日

         日までの間にある者
小児の肺炎 小児肺炎球菌ワク 生後2月以上生後60月に至るまで 初回接種開始は、生後2月～生後 初回3回(生後 初回：27日以上
球菌感染症 チン（15価・20価） の間にある者 7月に至るまでの期間、追加接種は 12月までに完了) 追加：初回の3回目から

生後12月～生後15月に至るまで 追加1回 60日以上
※2回目が生後12月を超えた場合⇒初回3回目の接種は行わない

〔接種開始が標準的な接種期間を外れた場合〕 初回2回(生後24 初回：27日以上

開始が生後7月～１歳に至るまで 月までに完了) 追加：生後12月以降に初
※初回2回目の接種は生後24月に至るまで 追加1回 回の2回目から60日以上
〔接種開始が標準的な接種期間を外れた場合〕

開始が1歳の誕生日～2歳に至るまで
〔接種開始が標準的な接種期間を外れた場合〕

開始が2歳の誕生日～5歳に至るまで
ロタテック 生後6週から32週まで 3回

ロタリックス 生後6週から24週まで 2回

Hib感染症 Hibワクチン 生後2月以上生後60月に至るまで 初回接種開始は、生後2月～生後 初回3回 初回：27日（医師が認める
の間にある者 7月に至るまでの期間 追加1回 場合は20日)から56日まで

〔接種開始が標準的な接種期間を外れた場合〕 初回2回 追加：初回終了後7月から
開始が生後7月～1歳に至るまで 追加1回 13月まで
※ただし2回目の接種は生後12月に至るまで

〔接種開始が標準的な接種期間を外れた場合〕

開始が1歳の誕生日～5歳に至るまで

1回

通年

通年20日から56日まで

通年

通年

60日以上

0.5ml皮下

通年

27日以上初回接種は生後6週から14週までに

各0.5ml皮下
(5種のみ筋肉内も可)

0.5ml皮下
(5種のみ筋肉内も可)

0.5ml皮下

1回

1回

1回

1回

ロタウイルス

各0.5ml皮下
又は筋肉内注射

規定量をBCG用管針を
用いて経皮接種

2回

乳
幼
児

経口接種
ロタテック2.0ml
ロタリックス1.5ml

通年各0.5ml皮下

1回

令和7年4月作成



対象疾病 ワクチン 対象者 標準的な接種期間 回数 標準的な間隔 接種量 実施期間

日本脳炎 日本脳炎ワクチン 1期初回　生後6月から生後90月 3歳に達した時から4歳に達するま (3歳未満）

　 　　　　　　 に至るまでの間にある者 での期間 各0.25ml皮下

1期追加　生後6月から生後90月 4歳に達した時から5歳に達するま （3歳以上）

　　　　　　 に至るまでの間にある者 での期間 各0.5ml皮下

(1期初回終了後6月以上おく） (1期初回終了後おおむね1年の間隔）

水痘 乾燥弱毒生水痘 生後12月から生後36月に至る 生後12月から生後15月に達するま 初回接種終了後
ワクチン までの間にある者 での期間 6月から12月までの間隔

B型肝炎 B型肝炎ワクチン 生後1歳に至るまでの間にある者 生後2か月、3か月、7-8か月 27日以上の間隔で2回、
初回接種から139日以上

経過した後に1回

※明らかに麻しんまたは風しんに罹った者においても、麻しんワクチン（M)又は風しんワクチン（R)若しくは麻しん風しん混合ワクチン（MR)で接種が可能。
※明らかに百日咳に罹った者も、4(3)種混合ワクチンで接種が可能。また、保護者が特に希望する場合は、4(3)種混合ワクチンのかわりに2種混合ワクチンでの接種が可能。
※日本脳炎の特例措置
【実施要領附則第5条対象】平成7年4月2日から平成19年4月1日生まれの者：20歳未満の間、定期接種4回のうち、不足回数分の接種が可能（2期の接種は9歳以降）。
【実施要領附則第4条対象】平成19年4月2日から平成21年10月1日生まれの者：9歳～13歳未満の第2期定期接種対象期間内に限り、1期不足回数分の接種が可能。

2回

1回

2回

通年

各0.5ml皮下

6日から28日まで

　　令和7年度　予防接種事業一覧(2)

乳
幼
児

通年

各0.25ml皮下3回

※R6.4.1から5種混合が定期接種化。5種混合の2種類(ゴービックとクイントバック)も交互接種は原則不可。

通年

※R7.7月頃4種混合ワクチン販売終了予定。
※R6.4.1から肺炎球菌15価(バクニュバンス)、R6.10.1から肺炎球菌20価（プレベナー20）も定期接種化。13価から15価、13価から20価への変更は可能。15価から20価への変更は不可。
※令和6年度のMRワクチン定期接種1期対象者（令和4年4月2日～令和5年4月1日生まれのもの）、2期対象者（平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれのもの）ともに、R9.3.31まで接種期間延長。



対象疾病 ワクチン 対象者 標準的な接種期間等 回数 間隔 接種量 実施期間
日本脳炎 日本脳炎ワクチン 2期　9歳以上13歳未満の者　　　　 9歳に達した時から10歳に達する

までの期間
ジフテリア 2種混合ワクチン 11歳以上13歳未満の者 11歳に達した時から12歳に達する 0.1ml皮下
破傷風 までの期間

ヒトパピローマ 組み換え沈降2価 ・小6～高1相当の女子 中1の間 2回目：1回目の接種から

ウイルス感染 ヒトパピローマウイル 2回目　1回目の接種から1月後 1月～2月半

症 ス様粒子ワクチン 3回目　1回目の接種から6月後 3回目：1回目の接種から

(子宮頸がん 5月以上かつ2回目から2月半以上

予防） 組み換え沈降4価 中1の間 2回目：1回目の接種から

ヒトパピローマウイル 2回目　1回目の接種から2月後 少なくとも1月以上
ス様粒子ワクチン 3回目　1回目の接種から6月後 3回目：2回目の接種から

少なくとも3月以上
組み換え沈降9価 【15歳の誕生日前日までに1回目接種】 2回目：１回目の接種から少なくとも
ヒトパピローマウイル 1回目から6月あけて2回目 5月以上（5月以下での
ス様粒子ワクチン 接種の場合は3回接種へ)

【15歳の誕生日前日以降に1回目接種】 2回目：1回目の接種から
1回目から2月あけて2回目、1回目から 少なくとも1月以上
6月あけて3回目 3回目：2回目の接種から

少なくとも3月以上

   3年間でキャッチアップ接種を実施。

※HPVの9価について、令和５年4月1日から定期予防接種化となる。キャッチアップも9価接種可、2価、4価からの9価への交互接種については、医師との相談のうえ、実施可能。

※新型コロナウイルス感染症発生に伴い、令和2年3月1日～令和6年3月31日に定期予防接種の期限が到達する人のうち、やむを得ず規定の期限までに接種を受けることが出来なかった人に対して

・キャッチアップ対象者(平成9年4月2
日～平成21年4月1日生まれの女子)
で、令和4年4月1日～令和7年3月31
日までの間に1回以上接種している人
に関して延長措置
(R8.3.31まで)

　 経過措置については、令和6年9月30日で申請受付終了。

3回

   者（平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれ）で、令和4年4月1日～令和7年3月31日までの間に1回以上接種している人に関してR8.3.31まで1年間の延長措置が決定。

0.5ml皮下 通年

※定期予防接種後、骨髄移植等の治療を行い免疫が低下または消失し医師が再接種の必要があると認めるものについて再接種費用の一部を助成する。(事前申請、医師の意見書が必要）

通年

3回

◎定期予防接種(学童･生徒)(三田市に住民登録がある方と、阪神６市１町に住民登録があり予防接種実施依頼書を持参された方が対象）

※HPVワクチンについて、安全性に特段の懸念が認められないことが確認され、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められたため、接種勧奨の差し控えは令和3年11月26日より廃止。

令和7年度　予防接種事業一覧(3)

※長期にわたり療養を必要とする疾病にかかり、定期予防接種の機会を逸した者は、当該特別の事情がなくなった日から起算して2年間に限り接種できる。（事前申請、医師の意見書が必要）

1回

1回

   差し控えにより接種機会を逃した平成9年4月2日～平成19年4月1日生まれ（令和6年度は平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれも追加）の女性に対して令和4年4月1日から令和7年3月31日までの

学
童
・
生
徒 通年各0.5ml筋肉内

2回

※HPVワクチンのキャッチアップ接種はR7.3.31で終了予定だったが、R6年夏以降の需要の大幅な増加により、HPVワクチンの接種を希望しても受けられなかった方がいることを受け、キャッチアップ対象



対象疾病 ワクチン 回数 接種条件 接種量 接種時期

成
人

風しん
麻しん風しん混合ワ

クチン
１回

R6年度末までに受検した抗体
検査の結果、陰性の者

各0.5ml皮下 通年

◎定期予防接種(高齢者）(三田市および阪神6市1町に住民登録がある人が対象）

対象疾病 ワクチン 回数 接種量
インフル インフルエンザ 65歳以上（接種日当日）
エンザ ワクチン 60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の

身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する者及び
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する人
（上記の疾患で身体障害者手帳1級をお持ちの方及び1級相当の人）
65歳以上（接種日当日）
60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の
身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する者及び
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する人
（上記の疾患で身体障害者手帳1級をお持ちの方及び1級相当の人）

高齢者 23価肺炎球菌
肺炎球菌 莢膜ポリサッカライド
(23価) ワクチン 60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の
※1 身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する者及び

ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する人
（上記の疾患で身体障害者手帳1級をお持ちの方及び1級相当の人）

帯状疱疹 ①乾燥弱毒生水痘 65歳の者
※２ ワクチン 60歳以上65歳未満であって、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に

②乾燥組換え 障がいを有する人
帯状疱疹ワクチン （上記の疾患で身体障害者手帳1級をお持ちの方及び1級相当の人）

令和7年4月1日から令和8年3月31日までの間に70歳、75歳、80歳、85歳、90歳
100歳以上となる人(令和7年度からの5年間の経過措置）

※1 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種については、2回の経過措置を通じた接種機会の提供の状況、高齢者に対する肺炎球菌ワクチンを取り巻く状況、小委員会における議論等を踏まえ、
経過措置を令和5年度で終了。令和6年度からは上記対象者に限定して PPSV23 による定期接種を継続。
※2 帯状疱疹定期予防接種については、令和7年から定期接種化。100歳以上は令和7年度のみ対象。

毎年度1回

1回 0.5ml皮下または筋肉内

1962年(昭和37年）4月2日から1979年(昭和54年）4月1日までの間に生まれた
男性

0.5ml皮下

①乾燥弱毒生水
痘ワクチン：1回
②乾燥組換え帯
状疱疹ワクチン：
2か月以上の間
隔をあけて2回

令和7年4月1日～
　　　　　　　　　　令和8年3月31日

①0.5ml皮下
②0.5ｍｌ筋肉内

65歳になる前日～66歳になる前日までの1年間

◎定期予防接種(成人男性)

対象者

　　令和7年度　予防接種事業一覧(4)

接種時期

対象者

令和7年10月～
　　　　　　　  令和8年1月末

新型コロナウ
イルス感染症

新型コロナウイルス
ワクチン

ワクチンにより異なる毎年度1回

高
齢
者



令和6年度

予防接種名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 対象者 接種率

BCG 43 47 38 43 35 44 35 37 36 41 38 49 486 483 100.62%

ロタリックス① 38 30 41 37 33 33 39 38 36 31 34 31 421 ― ―

ロタリックス② 46 35 27 44 31 37 36 33 35 38 28 40 430 ― ―

ロタテック① 5 0 6 4 2 0 5 4 4 3 2 4 39 ― ―

ロタテック② 4 6 0 6 2 3 0 6 3 5 2 2 39 ― ―

ロタテック③ 5 4 5 2 6 3 2 1 6 3 4 1 42 ― ―

5 種 混 合 1 期 初 回 ① 43 30 48 43 35 35 44 42 40 33 37 35 465 ― ―

5 種 混 合 1 期 初 回 ② 2 38 28 50 35 40 38 39 40 43 31 42 426 ― ―

5 種 混 合 1 期 初 回 ③ 0 2 32 30 44 35 42 41 37 42 35 35 375 ― ―

5 種 混 合 初 回 追 加 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 12 13 27 ― ―

4 種 混 合 1 期 初 回 ① 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 － －

4 種 混 合 1 期 初 回 ② 49 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 － －

4 種 混 合 1 期 初 回 ③ 38 48 10 1 1 2 0 0 0 0 0 1 101 － －

4 種 混 合 初 回 追 加 51 48 30 46 42 52 41 58 50 50 39 46 553 － －

3 種 混 合 初 回 追 加 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 － －

不 活 化 ポ リ オ 追 加 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 － －

麻 疹 ・ 風 疹 混 合 1 期 30 43 31 39 36 47 36 34 36 53 45 42 472 513 92.01%

麻 疹 ・ 風 疹 混 合 2 期 188 102 73 49 62 26 45 44 41 67 33 60 790 840 94.05%

水痘1回目 33 42 34 38 42 45 35 48 38 48 37 44 484 513 94.35%

水痘2回目 42 44 25 41 38 43 39 42 35 39 35 45 468 ― ―

ヒブ(Hib)① 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ― ―

ヒブ(Hib)② 48 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 ― ―

ヒブ(Hib)③ 38 48 10 1 1 2 0 0 0 0 0 0 100 ― ―

ヒブ(Hib)追加 32 36 34 40 35 45 43 55 35 34 20 25 434 ― ―

小児用肺炎球菌ワクチン① 45 30 48 43 36 33 48 42 40 33 37 37 472 ― ―

小児用肺炎球菌ワクチン② 50 44 28 50 35 40 36 41 39 43 31 43 480 ― ―

小児用肺炎球菌ワクチン③ 38 50 42 31 44 38 42 39 39 41 35 36 475 ― ―

小児用肺炎球菌ワクチン④ 30 36 35 40 36 46 44 58 35 40 33 52 485 ― ―

B型肝炎1回目 45 30 48 40 36 35 44 41 40 33 37 36 465 ― ―

B型肝炎2回目 50 44 28 50 33 40 39 39 39 43 31 42 478 ― ―

B型肝炎3回目 48 42 32 33 43 39 31 44 39 37 32 42 462 ― ―

被 接 種 者 合 計 1,045 891 733 801 743 764 764 826 744 801 668 804 9,584 ― ―

予 診 の み 合 計 5 6 2 3 7 3 6 2 3 1 3 1 42 ― ―

(対象者への案内方法) ：生後2か月時に、接種開始の案内通知送付(内容は主に肺炎球菌・5混・BCG・B肝・ロタ)
：平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれの者に4月に予診票兼接種券を送付。

乳幼児予防接種別実績（月別：日本脳炎を除く）

予 防 接 種 開 始
麻しん風しん2期

　※ 乳幼児の接種率は、令和5年度と大きな変化なく経過している。
　※ 対象人数は各年度に新規に予防接種対象者に該当した人口であることに対し、実施人数は各年度における接種対象者全体の中から予防接種を受けた人員であるた
      め、接種率は100％を超えることがある。
　※ 麻しん風しん第1期、第2期は「麻しんに関する特定感染症予防指針」「風しんに関する特定感染症予防指針」に掲げる接種率95％には届かなかった。



令和6年度

予防接種名 ４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 対象者数 接種率

2 種 混 合 2 期 131 50 59 74 123 46 68 67 48 42 47 100 855 1,029 83.09%

HPV( 子 宮 頸 が ん 予 防 ワ ク チ ン ) 177 119 126 179 265 642 229 464 276 93 181 635 3,386 ― ―

(参考：HPVクチン接種の推移　　令和6年度末までの状況）

1 0 0 0 0 5 4 19 45 0 4 1
140 17 3 0 4 3 13 29 68 141 43 61
59 7 5 0 2 4 8 24 91 123 111 141
21 0 1 0 2 6 12 33 195 162 122 156
16 0 2 2 4 4 16 71 198 306 223 241
237 24 11 2 12 22 53 176 597 32 131 206

2 11 93 57 128
103 58 238
122 102 212
106 149 313
126 103 359
81 129 341
22 107 333
18 38 307
5 7 184

7 69
4 62

34
1440 1395 3386

21歳
22歳
23歳
24歳

延人数

25歳
26歳

15歳
16歳
16歳
17歳
18歳
19歳

2種混合：コロナ経過措置2名

11歳
12歳
13歳
14歳

R5年度

20歳

小6
中1
中2
中3

H25年度 H29年度 H30年度 R１年度 R2年度

児童生徒予防接種別実績（月別：日本脳炎除く）

H26年度 H27年度 H28年度

27歳

R3年度

高１
延人数

コロナ経過措置

全額助成
平成25年6月～接種勧奨差し控え　　　　　　　　　　　　　令和3年11月26日～勧奨再開

R4年度 R6年度



・平成23年9月～

・令和5年7月3日

・令和６年４月１日

・令和7年4月1日

キャッチアップ対象者の接種の延長措置
が実施(R8年3月31日まで)

平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれの、3回い
ずれか未接種者に接種延長のお知らせハガキ送付
(3916人)

・令和７年４月1日

新小６，新中1に対して接種券送付

・令和６年12月25日

キャッチアップ対象者の接種の延長措置
が実施予定となる。

・令和６年8月22日

平成9年4月2日～平成20年4月1日生まれの、3回い
ずれか未接種者に勧奨ハガキ送付(3798人)
H21年生まれ(高1)に接種勧奨ハガキ送付(478人)

・令和７年２月14日

三田市の動向

キャッチアップ用接種券送付
（平成9年4月2日～平成17年4月1日うまれ
の3524人）

・令和４年７月１日

キャッチアップ対象者で任意接種を受けたものに対し、費
用の助成開始

平成9年4月2日～平成20年4月1日生まれの、3回い
ずれか未接種者に勧奨ハガキ送付(3875人)

・令和４年１０月５日

平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれの方に、
接種期間の延長のはがき送付（449人）

・令和5年4月3日

新中1～新高１、平成17年4月2日～平成19年4月1日
生まれに9価対応予診票の送付（2396人）

平成12年4月2日～平成17年4月1日生まれに9価対応
予診票の送付（2214人）

・令和4年6月1日

・令和4年3月25日

キャッチアップ接種リーフレット作成 ・令和4年4月1日

毎年、中学1年生女子に対して、対象者であ
ること、接種勧奨差し控え中であることをハガ
キで情報提供することに・令和2年10月9日～

啓発リーフレットの改訂

・令和3年11月26日

新中2、新中1に対して接種券送付

キャッチアップ接種対象者決定
（H9.4.2～H18.4.1生まれ女子） ・令和4年2月1日、10日

・令和4年2月24日 中3、中2女子に対して接種券送付

啓発リーフレット改訂

・令和3年8月～11月

接種勧奨差し控え廃止 高1(8月）小6～中3(11月）女子
リーフレット送付・令和3年12月28日

・平成25年6月14日～ ・平成25年6月14日～

特異的な副作用が見られたため接種勧奨差
し控えが決定

国の方針に従い接種勧奨差し控え

・平成26年4月～

2種類のワクチンが選択可能となった

・平成25年4月1日～ ・平成25年4月1日～

定期予防接種として開始 定期予防接種として開始

・平成23年6月～ ・令和5年4月1日

段階的に接種を再開
6月は高校2年生、7月は高校1年生、中学生
を再開

9価ワクチンが定期予防接種として開始

・平成23年3月～

ワクチン供給不足のため、初回接種差し控
え。（平成23年度はH6年度生まれ＜高校2
年生＞も助成対象）

・令和５年３月１５日

9価ワクチンのリーフレット作成・改訂

・令和４年４月以降

・平成23年1月～ 各市区町村の判断で任意接種で受けた分の
償還払い実施検討へ中学1年生～高校1年生女子に対して全額助

成（行政措置予防接種）
(H6年度～H9年度生まれ女子）

・平成22年11月26日～ ・平成22年10月～12月 ・令和４年４月１日～

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業 中学1年生～中学3年生女子に対して接種費
用の一部を助成
（H7年度～H9年度生まれ女子）

キャッチアップ対象者の接種開始

（令和７年３月３１日まで）

〇HPVワクチンのこれまでの経緯
国の動向 三田市の動向 国の動向



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 コロナ経過措置

66 55 53 41 46 53 55 57 53 34 36 82 631 0

55 67 61 60 37 58 53 57 47 37 33 62 627 0

105 52 41 60 62 38 64 82 56 59 46 73 738 0

149 66 70 105 130 56 82 87 75 38 61 103 1,022 2

375 240 225 266 275 205 254 283 231 168 176 320 3,018 2

（年齢区分別接種者数）

第1期
1回目 2回目 追加

0　　歳 ― 11 8 0

1　　歳 ― 10 10 15

2　　歳 ― 4 7 8

3　　歳 ― 512 449 17

4　　歳 ― 40 68 342

5　　歳 ― 20 33 175

6　　歳 ― 27 36 133

7　　歳 ― 2 4 30

8　　歳 ― ― ― －

9　　歳 946 ― ― － 552

10 　歳 ― ― ― － 121

11 　歳 ― ― ― － 144

12 　歳 1032 ― ― － 133

13 　歳 ― ― ― － 0

14 　歳 ― ― ― － 0

15 　歳 ― ― ― － 0

16 　歳 ― ― ― － 0

17 　歳 ― 3 3 5 14

18 　歳 ― 2 6 6 23

19 　歳 ― － 3 7 33

20 　歳 ― － － － 0

計 ― 631 627 738 1020

被 接 種 者 合 計

接種年齢

※平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれは20歳の誕生日前日までの間、日本脳炎定期予防接種(計4回)のうち、不足回数分を接種することができる。(附則第5条特例対象者)

 ※平成19年4月2日～平成21年10月1日生まれは第2期の対象期間中、日本脳炎定期予防接種(計4回)のうち、不足回数分を接種することができる。(附則第4条特例対象者)

第1期初回
対象者数 第2期

令和6年度　日本脳炎予防接種実績（月別）

日 本 脳 炎 １ 期 初 回 ①

日 本 脳 炎 １ 期 初 回 ②

予防接種名

日 本 脳 炎 １ 期 追 加

日 本 脳 炎 ２ 期

平成28年度よりDT
及び日本脳炎接種
率向上のため、小
学6年生年齢相当児
に案内ハガキを送
付。令和6年度は
1032名に送付。



［三田市民の接種状況］

三田市民で、過去に肺炎球菌
(23価)ワクチンの接種歴がな
い、下記の①または②にあて
はまる人

①65歳の人（接種日当日）

実施期間
令和6年4月1日～
令和7年3月31日

対象者数 1,779人

被接種者数(人) 14,495人 3,563人 246人

接種率(％) 45.7% 11.2% 13.8%

[三田市民の市外医療機関での接種状況]  

三田市民 13,667 3,224 245 阪神間 314 53 0

広域等 424 265 1

県外・その他 90 21 0

合計 13,993 3,427 245 合計 828 339 1

令和6年度 ※ 333 78 23.4% 65 83.3%

累計
(R元～R6年度）

12,398 4,862 1,125 23.1% 981 87.2%

令和6年度　定期予防接種（B類疾病）実績

31,715人

クーポン送付から、約39%の人が抗体検査を受けている。そのうち陰性であった人は23.1％であり、国の予測(約21%)よりやや高めの傾向であった。陰性であった人のうち、約87％が予防接
種を受けている。

※令和6年度は昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性で抗体検査未受診者(7,850人)に再勧奨はがきを送付。クーポン券再発行希望者については、希望者に送付。

陰性率(％）
予防接種

実施数(人）
接種率(％）抗体検査実施数(人) 陰性数(人）クーポン送付数

新型コロナウイルス感染症高齢者インフルエンザ

三田市民で、次の①または②にあてはまる人

①65歳以上の人（接種日当日）

令和6年度　風しん第５期実績

予防接種 高齢者肺炎球菌（23価）

対象者

令和6年10月1日～令和7年1月31日

②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する人（身体障害者手帳1級相当の人）

高齢者肺炎球菌（23価）

阪神6市1町に住民票が
あり、予防接種実施依

頼書を持参した者
326 203

[市内医療機関での接種状況]  

予防接種 高齢者インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 予防接種 高齢者インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 高齢者肺炎球菌（23価）

0



三田市予防接種事業の主な移り変わり（平成１３年度以降） 

H13.11.07 法の一部改正により定期予防接種の対象疾病を類型化し、二類疾病に「インフルエン

ザ」を追加。 

H13.11.15 高齢者に対するインフルエンザ定期予防接種開始。 

 対象者：６５歳以上及び６０歳～６５歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器

の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者。 

 自己負担金1,000円(生保は無料)。H13年度はH13.11.15～H14.01.31まで実施。 

H15.04.01 風しん予防接種の経過措置開始 

 S54.04.02生まれ～S62.10.01生まれの者に対して、H15.09.30まで実施。 

小学１年と中学１年のツベルクリン反応検査廃止。 

H16.04.01 市外で定期予防接種を受け、費用が生じた方への補助金制度開始。（乳幼児のみ） 

 対象となる予防接種はジフテリア・破傷風・百日せき・日本脳炎・麻しん・風しん。 

H17.04.01 ツベルクリン反応検査廃止。BCG直接接種導入。 

 生後３か月～６か月未満までの児が対象 

三田市行政措置BCG（対象は生後６月～生後１２月未満の者）開始。 

 生後６月に達するまでの期間に医学的に接種が不適当であると判断された乳児で、

１歳に達するまでの期間に医学的に接種が適当であると判断がなされ、保護者が 

ＢＣＧ行政措置予防接種を希望する者。 

補助金制度の対象となる予防接種にBCG・ポリオを追加。これにより、すべての定期予

防接種が対象となる。（高齢者インフルエンザは除く） 

H17.05. 学童対象の予防接種（日本脳炎２期・二種混合２期・日本脳炎３期）を個別通知に変

更。 

H17.05.30 厚生労働省からの、日本脳炎予防接種の接種勧奨差し控え勧告。 

H17.07.29 日本脳炎３期（１４歳以上１６歳未満の者）廃止。 

H17.11.01 「三田市予防接種運営協議会」設置。H18.03.20 第１回目の会を開催。 

H18.04.01 麻しん及び風しん予防接種のMR（麻しん風しん混合）ワクチンによる２回接種開始。 

 第1期･･･生後12月から生後24月に至るまでの間の者 

 第２期･･･５歳以上７歳未満であって、小学校就学の始期に達する日の１年前の日 

から当該始期に達する日の前日までの間にある者 

H18.12.08 結核予防法の廃止（H18年予防接種法の一部改正、H19.04.01施行） 

結核対策は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」による。BCG

は予防接種法の規定に織り込まれる。 

H20.04.01 麻しん風しん混合３期（中学１年生相当）、４期（高校３年生相当）開始（H２０年度

からH２４年度まで５年間の時限措置）。対象者には、対象年度の４月初旬に個別通知。 

H21.06.02 日本脳炎新ワクチン「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」が第１期の定期予防接種に使

用可となる。しかし、H21年度は日本脳炎１期初回対象者（生後６月～生後９０月に至

るまでの間）に使用。 

H21.10.19 新型インフルエンザ(A/H1N1)ワクチンの予防接種が医療従事者に対して開始。その後

順次、優先接種対象者から接種が始まる。 

H21.11.30 市民税非課税および生活保護世帯への新型インフルエンザ予防接種の助成が開始され

る。 



H22.04.01 BCG予防接種が集団接種から個別接種に変更となる。 

任意予防接種のヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン（生後2月～5歳未満）、高齢

者の肺炎球菌（23価）ワクチン（75歳以上の内部障がい4級以上）に対する接種費用

の助成制度開始。 

H22.04.09 日本脳炎の第 1 期対象者に対する積極的な接種の勧奨が 4 月 1 日付けの厚生労働省局

長通知にて再開される。 

H22.08.27  日本脳炎 2 期にも「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」が使用可能に。また、差し控え

により接種できなかった、1期不足分を2期の年齢内に接種可能になる。 

H22.10.01 任意予防接種である子宮頸がん予防ワクチンの接種費用の一部助成事業開始（中学１

年生～中学３年生の女子） 

新型インフルエンザ予防接種開始（平成23年3月31日まで） 

H23.01.01 小児肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン・子宮頸がん予防ワクチン（中学１年～高校１

年）行政措置予防接種へ変更 

H23.03.04  小児肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン接種見合わせ 

同時接種による死亡例との因果関係調査のため 

H23.03.07  子宮頸がん予防ワクチン供給不足により、初回接種差し控え 

H23年度の高校2年生は当分の間4月1日以降の初回接種も助成対象とできると変更 

H23.03.25  東日本大震災の被災者を三田市民として対応 

H23.04.01 ・新型インフルエンザについて、通常の季節性インフルエンザ対策として対応する体

制に移行 

・小児肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン接種再開 

・高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種の助成対象者拡大（身体障害者手帳の所持要件

なくなる） 

H23.05.26 予防接種法施行令の一部改正及び予防接種実施規則の一部改正 

・MR4期：高校2年生で学校からの海外渡航者は接種可能（H23.5.20～H24.3.31まで） 

・日本脳炎：H7.6.1～H19.4.1生まれの方は20歳未満まで4回のうち不足分接種可能 

なお、H7.4.2～H7.5.31生まれの方は三田市行政措置予防接種として接種可に 

H23.06.10

～ 

子宮頸がん予防ワクチンの接種を段階的に再開  

6月10日～ 高校２年生（初回はH23.9.30までに接種） 

7月10日～ 高校1年生 

7月20日～ 中学生以下 

H23.09.15 子宮頸がん予防ワクチンが２種類（サーバリックス・ガーダシル）になり、ワクチン

が選択できるようになる 

H24.04.01 兵庫県における広域的予防接種に参加 

H24.07.19 三田市の生ポリオワクチンによる集団接種終了 

H24.07.31 予防接種実施規則の一部を改正する省令の施行 

 急性灰白髄炎（ポリオ）の定期の予防接種に、平成24年9月1日から不活化ポリオ

ワクチンを導入 

H24.09.01 ポリオ定期予防接種に、単独不活化ポリオワクチン（IPV）導入 

H24.11.01 ４種混合（DTP-IPV）定期予防接種に導入 

H25.01.30 長期にわたり療養を必要とする疾病にかかったことにより定期接種の接種機会を逸し

た者の定期接種の機会が確保される。 



H25.04.01 予防接種法が改正され、対象疾病の追加、副反応報告の法定化など、定期の予防接種

の適正な実施のために必要な規定が整備された。 

①一類疾病をA類疾病、二類疾病をB類疾病に名称を変更。 

②小児の肺炎球菌・ヒブ・子宮頸がん予防ワクチンが定期接種に。接種期間と対象な

どが変更される。 

③長期にわたる疾病等のため定期接種を受けられなかった者の接種機会の確保に小児

肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン・子宮頸がん予防ワクチンが追加。 

④BCGの対象者の変更 

・生後1歳に至るまでの間にある者の拡大 

・生後5月に達したときから生後8月に達する期間を標準的な接種期間に設定 

⑤日本脳炎予防ワクチンの積極的勧奨の差し控えに対する対応 

・特例措置の対象者に、平成7年4月2日～平成7年5月31日の者を追加 

・2期の積極的な勧奨が再開される（平成25年度は平成7年度生まれ）。 

⑥麻しん風しん混合（MR）予防接種の3期・4期の記述を削除。 

⑦副反応報告制度の制定化 

・接種後に発生した症状について、診断した医師等は厚生労働省へ報告が義務付け。 

・ワクチンごとに異なっていた報告先を厚生労働省健康局結核感染症課へ一元化。 

・薬事法と予防接種法を一体的に運用。 

H25.06.14 ヒトパピローマウイルス感染症の定期接種について、ワクチンとの因果関係が否定で

きない持続的な疼痛が接種後に特異的に見られたことから、同副反応の発生頻度等が

より明らかになり、国民に適切な情報提供ができるまでの間、接種の積極的な勧奨を

しないことが決定。 

H25.07.01 昨年から流行している風しんについて、県の補助を受け平成25年6月1日以降の接種

分から平成26年3月31日までの間、MR5,000円、R3,000円の接種費助成を開始。 

H25.11.01 小児の肺炎球菌ワクチン予防接種で使用するワクチンが7価から13価へ。同時に、同

ワクチンの追加接種時期と長期療養者の特例措置の上限年齢についても改正あり。 

H26.03.11 厚生労働省より、定期予防接種における対象者の解釈について整理をした結果、従来

「○の前々日」と解釈していた「○未満」には「○の前日」も含まれるとの通知あり。 

H26.03.12 4種混合ワクチンの供給量が確保されていることから、3種混合ワクチンの製造終了。 

H26.04.01 予防接種実施規則の一部改正する省令が改正。主な改正は以下の通り。 

①接種間隔の上限の撤廃 

・3種混合、4種混合、ポリオ単独の第一期、日本脳炎の第一期初回、Hib、HPVについ

て定期予防接種として認められる接種間隔の上限が撤廃された。 

②接種間隔の下限の明確化 

・日本脳炎第一期追加：初回接種終了後「おおむね1年」から「6月以上」に変更 

③過剰接種の防止等 

・小児肺炎球菌初回：「生後24月に至るまでの間に27日以上の間隔をおいて3回」に

期間延長。ただし、生後12月を超えて2回目を接種した場合3回目の接種は行わな

い。 

風しんの接種費用一部助成について、県の補助はH25年度で終了。H26.4.1～H27.3.31

については助成額をMR2,500円、R1,500円に改定の上、三田市独自で継続実施。 

H26.10.01 A類疾病の水痘とB類疾病の高齢者肺炎球菌(23価)が定期予防接種に導入。 

定期予防接種化に伴い、22 年度から三田市独自で実施していた高齢者肺炎球菌予防接

種費用一部助成制度を平成26年9月30日で廃止(申請は平成27年3月31日まで受付。) 



H27.03.31 

 

・H26年度の県内風しん患者の激減を根拠に、風しん予防接種費用一部助成制度廃止。 

・高齢者肺炎球菌予防接種費用一部助成制度の申請受付終了。 

・H26年10月開始の水痘・高齢者肺炎球菌定期予防接種の特例措置終了。 

(※H26限りの特例対象者 … 水痘：3・4歳、高齢者肺炎球菌：100歳以上) 

H27.04.01 予防接種実施規則の一部改正する省令が改正。主な改正は以下の通り。 

①3歳児健診で予防接種の状況確認することを明記。 

②医療機関以外の場所で定期接種を実施する際の安全性の基準を制定。 

平成26年4月の法改正以降、定期予防接種として認められる行政措置予防接種が存在

せず、三田市独自で定める必要性がなくなった為、三田市行政措置予防接種制度を廃

止。 

H28.04.01 予防接種実施規則の一部改正する省令が改正。主な改正は以下の通り。 

①児童福祉施設等において、被接種者の保護者の住所又は居所を確認できないため保

護者の同意の有無を確認することができない場合、児童相談所長等は予防接種実施

規則第５条の２に基づく文書による同意を行うことができること等、定めた。 

②「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号(※マイナンバー)の利用等

に関する法律」の改正に伴う予防接種分野の対応について、平成27年11月11日厚

労省事務連絡の内容のとおり定めた。 

H28.10.1 B型肝炎ワクチンが定期予防接種に導入。平成28年4月1日以後に生まれた者が対象。 

H29.4.1 予防接種実施規則の一部改正する省令が改正。主な改正点は、日本脳炎特例措置対象

者に対する積極的な勧奨時期について。平成29年～平成36年度に18歳となる者（平

成11年4月2日生～平成19年4月1日生）については年度毎に18歳となる者に対し

て積極的な勧奨を行うことが明記される。 

H30.1.29 定期予防接種において三種混合ワクチンの販売が再開される。 

H31.4.1 ①高齢者肺炎球菌予防接種において、令和元年度から令和 5 年度の定期接種制度は、

新たに65歳になる方、65歳以上で今まで23価肺炎球菌ワクチンを接種したことがな

い方(5歳毎、100歳以上)を対象とし、5年間の経過措置を設けることになった。 

②昭和37年 4月 2日から昭和54年 4月 1日までの間に生まれた男性を対象に風しん

の抗体検査及び第5期の定期接種を導入。 

R2.4.1 新型コロナウイルス感染症の流行により、定期接種を受けることを見合わせており、

令和2年 3月 1日（新型コロナウイルス感染症の県内発生日）以降に接種期限が到達

した人に対して経過措置を導入。 

厚生労働省通知：R2.3.19付「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う定期の予防接種

の実施に係る対応について」 

規定の接種時期に定期接種ができない相当な理由があると市町村が判断し、やむを得

ず規定の接種時期を超えて定期接種を行ったものについては、予防接種法施行規則第2

条の5第3号に該当するものと取り扱って差し支えないこと。 

R2.10.1 令和 2 年 8 月 1 日以降に生まれた児を対象に「ロタウイルス感染症」定期予防接種開

始。 

R2.10.9 厚生労働省通知「ヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種の対象者等への周知

について」接種勧奨差し控えの変更はないが、啓発リーフレットの改定。 

R3.1.15 厚生労働省通知「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンの定期の予防接種に係る対応につい

て」ジェービックVの一時製造停止により令和3年4月～9月まで品薄になることが明

らかになった。 

R3.11.26 平成 25 年 6月 14 日よりHPV ワクチンについて積極的勧奨の差し控えを継続してきた



たが、最新の知見を踏まえ、改めて HPV ワクチンの安全性について特段の懸念が認め

られないことが確認され、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認

められた。よって、令和3年 11 月 26 日の厚生労働省の通知をもって、積極的勧奨の

差し控えは廃止された。これまで個別勧奨を受けていない定期接種対象者の年齢の高

いものから順に出来るだけ早期に個別勧奨を進めることとされた。 

R3.12.28 HPVワクチンの積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した平成9年4月2日～平成

18年4月1日生まれの女性に対し、キャッチアップ接種を設けることが決定した。接

種期間は令和4年4月1日～令和7年3月31日までの3年間とする。 

R4.2.24 HPVワクチンのリーフレット改訂。改定前のリーフレットは使用しないこと。 

R4.3.11 厚生労働省より「HPVワクチンに係る自治体向け説明会」を実施。自己負担として接種

した人に対して、償還払いを行ってもよいとされた。 

R4.3.13 厚生労働省より、予防接種を行う医師、接種後に生じた症状の診療に携わる医師等を

対象に「ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種後に生じた症状の診療に係る研修

会」を実施。（Zoom） 

R4.3.25 厚生労働省によるキャッチアップ対象者用リーフレット作成 

R4.4.1 キャッチアップ対象者の予防接種開始 

（平成9年4月2日～平成18年4月1日生まれの女性が対象） 

R4.7.1 HPVワクチンの償還払いを実施。 

R4.7.22 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンとの同時接種について、審議会におい

て議論された結果、実施が可能となった。 

R4.12.2 ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎及び破傷風に係る 定期の予防接種の接種対象者

拡大となることが決定〈4種混合、3種混合、不活化ポリオワクチンの接種開始年齢が

生後3か月から生後2か月となる〉。 

R5.3.15 HPVワクチン（9価）リーフレット作成・改訂 

R5.4.1 HPVワクチンの9価（シルガード9）が定期予防接種に追加となる。キャッチアップ対

象者も接種可能。キャッチアップ対象者に平成18年 4月 2日～平成19年 4月 1日生

まれも追加となる。 

4種混合ワクチン、3種混合ワクチン、不活化ポリオワクチンの、接種開始年齢が、生

後3か月から生後2か月からに変更となる。 

R6.4.1 5種混合と肺炎球菌15価が定期予防接種に追加となる。 

HPVワクチンのキャッチアップ対象者に、平成19年4月2日～平成20年4月1日生ま

れも追加となる。 

R6.4.1 高齢者肺炎球菌定期予防接種について、定期接種化に伴う経過措置、および新型コロ

ナウイルス感染症の流行に伴う経過措置を終了。予防接種法に基づき、対象者を65歳

の者、および 60 歳以上 65 歳未満であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身

辺の日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイル

スにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者（これらの

疾患で身体障害者手帳1級をお持ちの方及び1級相当の方）に限定とする。 

R6.10.1 肺炎球菌20価が定期予防接種に追加となる。（小児） 

R7.4.1 

 

・HPVワクチンのキャッチアップ対象者（平成19年4月2日～平成21年4月1日生ま

れ）で、令和4年4月1日～令和7年3月31日までの間に1回以上接種している人に

関して1年間の延長措置が決定(R8.3.31まで)。 

令和6年度MRワクチン定期接種対象者1期2期ともに、接種期間延長が決定(R9.3.31



まで)。 

・帯状疱疹定期予防接種が開始。 

 対象者①65 歳の人②60 歳以上 65 歳未満の者であって、ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能の障害を有する人 

※令和７～11年度のみ、5年間の経過措置として、5歳年齢ごと（70，75，80，85，

90，95，100歳）の人 

※令和7年度のみ、100歳以上のすべての人 

・帯状疱疹任意接種費助成制度（償還払い）を実施 

 ※令和7年度の1年間のみ 

 


